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地方公務員数 

  地方公務員とは、地方公共団体に勤務する者をいうが、その範

囲は広範かつ多様であり、さらに、その身分が国家公務員に属する

者もいるなど、複雑多岐にわたっている。 

  地方公務員を職別にみれば、府市町村議会議員、知事、市町村

長、副知事、助役等の特別職と特別職以外の一般職とに分けられ

る。 

  一般職を職員区分別、職種別にみると、教育公務員、警察官、一

般職員に分けられ、一般職員はさらに、一般行政職関係、消防関

係、教育関係、警察関係に分けられる。 

  平成14 年４月１日現在の一般職の職員数は 19 万 8217 人で、前

年より、2879 人減少し、８年連続の減少となった。 

 

選挙人名簿登録者数 

  昭和 42 年７月に住民基本台帳法が公布され、44 年７月から同法

第 15 条の規定が施行された。この結果、従来の永久選挙人名簿へ

の登録申出制度が廃止され、住民基本台帳に記載されている者を

市町村長が職権で登録することとなった。その後、平成９年 12 月に

公職選挙法が改正され、選挙時登録のほか、従来年１回（９月）行

われていた定時登録の回数が年４回（３月、６月、９月、１２月）にな

った。 

  なお、平成 14 年９月２日現在の選挙人名簿定時登録者数は６９９

万４４９６人で、前年より１万８０１９人増加している。 

 

衆議院議員選挙 

  平成１２年６月１３日に公示された第 42 回衆議院議員選挙は６月

２５日投票が行われた。 

  投票率は５５.６９％で、前回に比べ０.９ポイント増加した。女５６.６

０％、男５４.７４％とこれまで同様、女性の投票率が男性の投票率を

上回った。 

 

 

参議院議員選挙 

  第19 回参議院通常選挙は、平成13 年７月12 日公示、７月29 日

投票となった。 

  今回の選挙は、比例代表選挙に初めて非拘束名簿式が導入さ

れるなど、投票率の動向に大きな関心の寄せられた選挙であった。 

  大阪府選出議員選挙については、定数３人に対し、立候補者は

11人。投票率は女54.43％、男52.17％、全体では53.33％で、選挙

の結果、自由民主党、公明党、民主党の各１名が当選した。 

 

大阪府議会議員選挙 

  第１４回統一地方選挙での大阪府議会議員選挙は、平成１１年４

月２日告示、４月１１日投票となった。立候補者は 1９6 人（前回 18６

人）であった。選挙の結果、自由民主党 4８人、公明党 22 人、日本

共産党1２人、民主党１１人、社会民主党２人、無所属２２人が当選し

た。 

  無投票選挙区は、１選挙区のみだった。 

  投票率は女５６．４１％、男５１．６０％、全体では５４．０７％であっ

た。 

 

大阪府知事選挙 

  第１５回大阪府知事選挙は、平成１２年１月２０日告示、２月６日投

票となった。立候補者は４人であった。 

  投票率は女４５．６３％、男４３．４７％、全体では４４．５８％であっ

た。 
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